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1 直接雨のかかる場所への設置は避けて軒下等へ設置するか、庇などを付けるようにしてください。
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5 湿度対策として吸湿材などの併用により一定の効果が得られます。

ＡＥＤ収納ボックス取付について

冬期の外気温が０℃を下回る環境への設置はＡＥＤの性能が低下するために別途保温装置が必要と
なりますのでお問合せ下さい。

取り付けは収納ボックスの内側よりφ５～６程度のボルト、木ネジ等で外部よりネジが廻せないように
しっかり固定してください。

直射日光が当たる場所への設置は、内部が高温になるためは避けて設置するか、日よけ等の対策を
願います。



1 携帯電話（PHS）より収納ボックスに表示されていてる電話番号へ電話をかけます。
（発信者の電話番号が非通知の場合、音声ガイダンスの後に回線が自動切断されます）
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（入力を間違えたら＊から入力しなおします）

3 正しいボックス番号が入力されると音声により開錠番号が繰り返し２回通知されます。

4 番号錠のアクリルカバーを上にはずして、通知された開錠番号の通りにボタンを押します。
（間違えたら番号下のレバーを左に回してから再度押しなおします）

5 番号下のレバーを右に回すとロックが解除されます。
ハンドルを反時計まわりに回し、手前に引いて扉を開けＡＥＤを取り出します。

応答したら音声ガイダンスに従い、収納ボックスに表示されているボックス番号を携帯電話より入力し
ます。

ＡＥＤ収納ボックスの開け方について

（入力したボックス番号が認識されない場合、再入力を促し、一定時間認識されない場合は自動的に
回線が切断されます）

間違えたら
　１回左へ廻す



開錠番号の変更方法

1 扉を開け、番号錠本体を右手で押さえて扉裏側の蝶ネジ２個を外します。

2 番号錠が外れたら、以下の手順で任意の番号４桁を設定します。
この時、４桁全て違う数字を設定します。　　（Ａ・Ｂは使用不可）

① 本体の裏面を上にして、赤色のネジ２本をドライバーで緩めて裏ブタを取り外します。
（裏ブタの内側にはスプリングが付いているので取扱いに注意してください）

② レバーを回る方向に回し、そのままの状態で番号変更（タンブラーの抜き差し)をしてください。
（レバーを回した状態でないとタンブラーの抜き差しは出来ません）

                                                    本体の１２個の穴に青色、赤色のタンブラーが入っています。

                                                    赤色のタンブラーが入っている場所の番号が設定されている
                                                    開錠番号です。(数字の順番は関係ありません）

                                                    左図のようにレバーを回した状態のまま、付属のピンセットで
                                                    設定したい番号穴に赤タンブラーを差し込みます。

                                                    故障の原因となりますので、必ずツマミを回した状態でタンブ
                                                    ラーの抜き差しを行ってください。



③

タンブラーの凸部は１～Ａ側が上向き、６～Ｂ側が下向きとなります。
※ 開錠番号は必ず４桁設定し、Ａ・Ｂは使用できません。

                              参考例
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※ 開錠番号を忘れると開ける方法がありませんので、必ずお控えください。

4 確認後、番号錠を元に戻して扉裏側の蝶ネジをよく締めます。
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※

6 開錠番号変更時は、必ず通知開錠番号変更を書面（変更依頼書）にて弊社までご依頼ください。
※

※

開錠番号をリセットせずに扉を閉めると番号の入力をせずに扉が開いてしまいますのでご注意くださ
い。

開錠番号が通知された場合はＡＥＤの点検を行い、使用されていなくても開錠番号の変更をお勧めし
ます。

                              左図で赤タンブラーが入っている
                              穴の番号が開錠番号です。
                              左図の例では開錠番号は
                              ２・４・５・６になります。

設定が終わりましたら裏ブタを取り付け、扉に取り付ける前に設定した開錠番号が正しいかテストして
確認してください。

番号下のレバーを左に回し開錠番号入力をリセットして、ハンドルを反時計まわりに回してロックされ
ていることを確認してから扉を閉めます。

弊社より通知開錠番号変更完了通知が届くまでは、変更前の開錠番号が通知されるためご注意くだ
さい。

タンブラーの差替えは下図のように色（赤･青）が着いている方を上側にして本体穴の切り込みとタン
ブラーの凸部をあわせて差し込みます。

切り込み部

レバーは回した状態で設定します



開錠番号通知システム概要

基本構成
ナンバーディスプレーを使用してＤＴＭＦデコーダー、音声合成装置、制御部等により構成されています。

通信記録データ項目
着信日・時・分
発信者電話番号
通知依頼ボックス番号

運用時間
２４時間運用

通知システム設置場所
東京都青梅市藤橋３－９－１５　㈱アイテックス内

通話料金
通知システムへの発信者負担

接続可能端末
最初の番号が０９０、０８０、０７０から始まる携帯電話、ＰＨＳ等。
一般回線、ＩＰ電話、公衆電話、番号非通知設定電話、国際電話からは使用できません。

音声応答内容
着信応答時
『ＡＥＤ開錠番号通知システムです。
 ボックス番号を携帯電話、PHSより入力してください。』

ボックス番号入力ミス時
『＊印からもう一度入力してください。』

開錠番号通知時

接続不可端末からの着信応答時

『開錠番号は』 『１』 『２』 『３』 『４』 『以上です。』
『繰り返します。』
『開錠番号は』 『１』 『２』 『３』 『４』 『以上です。』

『この電話からはシステムをご利用できません。携帯電話またはＰＨＳから電話番号を通知してお掛け直し
下さい。』


